
　韮崎市の景観を特徴づけ、歴史の舞台としてクローズアップされ
てきた七里岩（祖母石の屏風岩地点）が、6月 19日の国の文化財
審議会において、記念物として新たに登録するように、文部科学大
臣に答申されました。登録記念物とは、庭園・峡谷・山岳などの名
勝地で日本の芸術上又は観賞上価値の高いものについて登録し、後
世に継承するための保存と活用を推進することを目的に 2004 年
に国で定めた制度です。

★ダイナミックな自然の造形美「七里岩」
　七里岩台地は約 20万年前の八ヶ岳の山崩れによって生じた南北約 25km、東西約 18kmにわたる大規模な
台地です。台地の西南端は、西を流れる釜無川の浸食により比高 40～ 150mもの断崖地形が連続し、その総
延長が約 30kmにも及ぶことから「七里岩」と呼ばれるようになりました。

★歴史や和歌や文学などの舞台となった「七里岩」
　断崖絶壁を利用して武田勝頼は新府城を築城しました。また、江戸時代の後半以降には、岩壁の独特の風景
が和歌・俳句の対象ともなりました。世界遺産富士山を取り上げた江戸時代の『詠不二山百首歌』には、「七里
のいはね」と「富士の根」とが重なり合う美景を詠った和歌が収められています。明治時代の俳句にも「七里
につらなりたてる岩垣」と詠まれています。
　歴史小説では、井上靖の『風林火山』の中で、山本勘助が由布姫と勝頼と旅の途中の釜無川の河原で七里岩
の断崖を指し、「ここが甲斐の国中でも、一番眺めの美しいしかも要害の地でございます。」と語る場面が登場
します。七里岩には独特な岩肌・洞窟があり、江戸時代の『甲斐国志』・「甲州道中分間延絵図」には個々の名
称・位置が示されています。この他にも江戸幕府侍医の渋江長伯の紀行文『官遊紀勝』にも紹介されています。

★屏風岩の魅力
　七里岩の中でも史跡新府城跡の北西部に近接する屏風岩は、連続する断崖から西南の方向に約 40m突き出た
独立岩体で、釜無川の氾濫原との比高は約 50～ 60mもあります。古く「分間延絵図」にも登場し、岩体の頂
部には安産祈願の石祠が祀られています。このように、七里岩は、韮崎の歴史・伝統にゆかりの深い景勝地と
して長く親しまれ、文化の発展に寄与した意義深いものとして国の登録記念物となります。
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七里岩が国の登録記念物《名勝地》に !
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